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第一次：1751 年～ 68 年 第二次：1868 年～ 1912 年 第三次：1913 年～ 1964 年 第四次：1964 年～ 2012 年

産業の多様性 交通の結節点
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豊富な観光資源
災害重ね合わせ図



学校再編で安全
な教育と迅速な
復興へ

商店街を再建し
再びまちの軸に

選果場を移転
港に産業集約

地域の農業に
新たな価値を

高台への道路
整備で安全な
避難

選果場
被災直後はがれきや物資の保管
場所となる。復興期には選果場
の早期再開によって加工業を再
建、市街地の空白化を防ぐ
みかんの学校
高台避難が困難な向灘地区の集
合場所および避難経路となる。
仮設期にはボランティア拠点、
復興期の農業再開拠点となる

商店街
復興の基軸となる象徴的な軸線。
建て替え部分がみなし仮設、
みなし公営として機能する。

愛宕小・中学校
被災直後は一時避難場所・避難
所となる。仮設期には仮設住宅
用地とし、迅速な教育の再開で
人口流出を抑える。

港湾：
主要道を通じた車避難、観光主
動線に沿った徒歩避難
市街地：
主動線に沿って新設の山道から
徒歩・車避難
向灘：
低地部で集合、新設の山道から
徒歩避難

少子化に伴う小中学校の統廃合に
合わせて教育機能を高台に集約化

小中併設校化、併せて公民館を計
画、地域に開かれた学校へ

公民館を入れ特別教室などのイベント活用を行なうことで、地域に対して
開き愛宕山にのぼる習慣をつくっていく

既存の商店街のサイズにあわせた建て替えを行っておくことで、被災後に
も生活に寄り添ったスケールの仮設住宅や復興住宅となり住み継がれる


